



﹃更級日記﹄ ︵以下﹃日記﹄とする︶の永承年間︵一〇四六～一〇五三︶にあたる記事は、参詣と祐子内親王家に仕えた作者の旧友の女房との贈答・回顧を中心とする記述が多く、和泉下りの記を通して日記末尾の天喜年間へと移っていく。これらは、多方面 話題が及び、宮仕えや参詣について作者の具体的な心情の吐露が く記されている。また﹁二三年、四五 へだて ことを次第もなく書きつづくれば﹂といったように生活 記とし 身の周りのことを してい 姿勢も読み取ることができる。こ ように晩年に差し掛かった作者の心情が多く執筆されている。永承年間の記述は、彼女が出仕した祐子内親王の実父後朱雀院が前
年にこの世を去り、嬉子を母とし紫式部の娘大弐三位を乳母にもつ後冷泉天皇が即位したことから始まっ い
︵本文Ａ︶そのかへる年の十月二十五日大嘗会の御禊とののしる
に、初瀬の精進はじめて、その日、京を出づるに、さるべき人々、﹁一代に一度の見物にて、田舎せかいの人だに見るものを、月日多かり、その日しも京をふり出でて行かむも、いとものぐるほしく、流れての物語ともなりぬべきことなり﹂など はらからな人は言ひ腹立 ど、児どもの親なる人は﹁いかにもいかにも心にこそあらめ﹂と 言ふに従ひて出だし立つる心ばへ あ れなり。
 
︵三四一︶


























ものを、といった騒ぎであった。だが作者は人々の嘲笑や兄の諫言も受け入れず あえてそれらを振り切り初瀬詣でに出立している。また本文Ｂにみられるように自分を﹁ さみ笑ひ、あざける者ども﹂もいる中、初瀬 向かうのだった。さ に言えば、行列が押し寄せるであろう﹁二条の大路をしも渡りて行く﹂というところに のの 人々の中にただ一人 孝標女という世間の風潮と反する作者の姿勢が読み取れるのではないだろうか。
孝標女が大嘗会の御禊にあえて初瀬に行くという作者の行動の真意
については、すで ﹁作者があえて後冷泉天皇の御禊を振り切る形で、初瀬 出立したのは自らに下されていた夢 実現への危機感が大きな契機となって た
﹂1
と指摘されている。孝標女の前には、かつて紫式












の夜﹂に見た夢の内容を記している。この夢の場面は﹃日記﹄で唯一元号を明記している記事である。作者の信仰を象徴的に描き出している場面であり、それだけに元号が印象的に使用されている。作者が常に元号を意識しているからこそ、この場面に象徴的に記されているのであろう。そもそも先行する仮名日記 は元号を明記する例は殆どなく、 ﹃蜻蛉日記﹄に一例あるのみで他 作品にもみられな
い3
。当時の






﹁そのかへる年の十月二十五日大嘗会の御禊とののしるに、初瀬の精進はじめて﹂という記述からわかるように、新帝即位 ともなう永承年間の始まりは初瀬に出立し 記事 ら されている。前述したように、作者はここで初瀬の精進を思い立ち行動に移したが 実はこの永承元年の初瀬詣 二回目の参詣の 事である。




で、この二回の初瀬の間には十二年の隔たりがある。本文Ｄ 一度目の初瀬詣では作者 母が娘の将来を心配して、鏡を僧に出だし、そに映る影を見ることにより将来 姿を占う夢告について記している。

























































































































だろうか。不満を抱える一方で、彼女の祐子内親王家への出仕態度について考えると、そもそも孝標女は断続的な出仕だったようである。彼女の出仕態度は、 ﹁ひとへにそなたひとつをたのむべきならねば﹂といった姿勢であった 結婚 して出産もしている作者にとって、出仕だけが頼みである生活のように、宮仕えにのみしがみつく必要もないとしているのだ。しかし﹃日記﹄ よれば﹁若人にはあらず﹂というように新参者のようにふ ま わけではなく、または﹁おとなにせられるべき﹂という宮 周辺に える女房集団の中でのリーダー的存在ではない異質な立場にあ とされる。自らを﹁まらうと﹂と称す身は、単純に供奉している集団の女房とは一線を引く特殊 存在であったと思われ
る8
。つまり断続的であってもそれを通常の女房のよう















宮とのみ人は聞えさす﹂ ︵ ﹃栄花物語﹄ ﹁巻三十六・根あはせ﹂ ︶といわれたように、どうやら三宮でありながらも一宮と称せられていたようであっ 。彼女は
嫄
子中宮が最初に産みえた遺児として頼通に溺愛さ
れ、 ﹃日記﹄底本の定家傍注にも第三皇女でありながら一宮と号すと付さ ている。しかし祐子本人との交渉については﹁宮仕へとても、もとは一筋に仕うまつりつかばやいかがあらむ 時々立ち出でば、なになるべくもなかめり﹂と一途 宮家に出仕して ればよ ったと後悔してい ことからも、わずか二歳であった内親王との間に直接的信頼関係を築く は不可能に近 った。無論祐子内親王 請わ てということはなく、も とは祐子の めにと考える頼通 意向がはたらかなければ出仕していな ったと思われる め そ ような断続的な宮仕えになったのであろう。
さらにここでは、かろうじてそれまで作者と彼女たちとの間にあっ
た交流が日記中では途絶えていることに る。作者 とって たちは今の世で共感してくれる友人 う貴重な存在であったはずだ。新しい風を感じる時代にあってかつての宮中を思 出 せる﹁同じ心なる﹂人である。それ 、このときを機に交流は一切書かれ くなであ 。これらの出来事 一連に続いたことにより、彼女にと 閉
塞的で、不如意な事実が重なったことと推測される。 ﹁高倉一宮殿﹂と称された祐子内親王に仕え、作者にとって文芸活動の中心でいられた好機は多くあったはずである。しかし、後冷泉朝となったその後は違っ 。つまり、作者のある意味では限定的な﹁世﹂に対す ﹁むつかしうおぼゆる﹂時代 あったと、彼女の不安の象徴として吐露されたと考えられる
????????????
このように、孝標女にとって永承年間の頃は女房としての作者の夢



















たとへむかたなき﹂などといった﹃日記﹄を通して最高潮に達した嘆きであった。ま 天喜五︵一〇五七︶年、夫が死去する直前に﹁ くらばの立ち出でも絶え﹂と記してあるように ついに時々ではあった宮仕えからも完全に身を引いた頃であった。このとき﹁さだゆく﹂我
が身はもはや乳母には向かなかったことを感じ、それこそが作者に﹁さだゆく﹂想いを自覚させたのではなかったのだろうか。そしてこの自覚は同時に、乳母となり作者の宮家で引き立てられる願望が結実しなかったことを示しているのである。また、前述したように、 ﹁さんべきをりふし﹂にのみ出仕す わざわざ招請されるような機会も失せてしまったものと思われる。理想 する乳母願望のもとでは不首尾な結果に終わり、 し我が身だけであったら、 ﹁わくらばの立ち出で﹂といった時々の出仕だった しても、絶えてしまった後は﹁長らふべき心地もせぬ﹂とと思わせているのであろう。長年 願望が崩れたのちは、新し 希望もないと ているのだ。
そして﹁長らふべき心地もせぬ﹂状態の、これら天喜年間の嘆きと








らず、 ﹃更級日記﹄全体の執筆意図 らしても、終息部 閉塞感へと向かって筆を進めていく形は日記冒頭から順序立てて読んでいくだけでは見えない往還的な読みが可能なのである。
こうして読み解くことにより、先の和泉下りの記事にあった﹁荒る






孝標女が抱える女房としての挫折を表す象徴的な記述として読むことを論じてきた。後冷泉朝の到来とともに夢告の示す将来像に向かう姿、 ﹁世の中むつかしうおぼゆるころ﹂と不満を書き始めた時代、さらにそれ 契機として祐子内親王家に関わる人々と 交流を終息させていくという永承年間のあり方は、作者の女房としてのあり方への寂寥感から最晩年の終息部分を結ぶ形となっていると考えられる。
一見、これらの記事は断片的な回顧や紀行文 よる挿話的な場面で





深めていくこ ができると思われる。頼通の庇護のもと祐子内親王家で創作活動に従事した孝標女の乳母への願望を読み取 こ ができるのである。それは点在する夢解き 記を手がかりとし 、乳母 して﹁うれし﹂となる将来像が永承年間に閉塞して絶たれていくさまというものであった。
また作者のそのような姿勢を読み取ることによって、 ﹃日記﹄のあ
り方そのものも頼通の下での後宮政策のもと 左右されていく女房してのわが身を描く記として再考さ ることを示唆す では だろうか。?
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 須田哲夫氏﹁ ﹃更級日記﹄作者像の輪郭―﹃更級日記﹄ ﹃浜松中納言物
語﹄をめぐって―﹂ ︵ ﹁日本文学研究﹂第三八号、平成十 年︶ 、池田利
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????????????????????夫氏﹁更級日記における和泉下りの位相―孝標女と兄定義との永承年間―﹂ ︵ ﹁鶴見大学紀要﹂二七号、平成二年︶によれば、作者の兄定義が和泉国国司として赴任した関係から北の方の代わりとして和泉国に同行した可能性を導き出されている。
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